
１番　大庭　きみ子　　議員 ４番　浅尾　静二　　議員
１．市長マニフェストについて １．林新市長の市政運営について
　(1) 減災・防災に向けての取り組み 　(1) 財政運営について
　　① 自主防災組織などの地域防災力の強化 　　① 災害からの復旧復興が最重要課題の中
　　② 女性の視点を入れた避難所運営のマニ 　　 で現在の財政状況と今後の見通しについ
　　 ュアルについて 　　 て
　　③ 防災士資格の取得について 　　② 合併特例債事業について
　(2) 災害後の人口減少対策について 　(2) 地方創生について
　　① 子育て世代包括支援センター設置と産 　　① 平成28年３月に策定した朝倉市総合戦
     前・産後サポート事業・産後ケア事業に 　　 略の状況について
　　 ついて 　　② ピンチをチャンスに変える為にシンク
　(3) 二次被害を防ぐ対策 　　 タンクの必要性について
　　① 職員の労務管理について
２．職員採用制度について
　(1) 会計年度任用職員制度導入について ５番　冨田　栄一　　議員
　　① 現状把握について １．災害公営住宅について
　　② 今後の制度導入のためのスケジュール 　(1) 議場と現場の違いはなぜ生じるのか
　　 について ２．二次災害防止への自衛隊活動について

　(1) どこが判断して、その根拠となる理由
　　は何か

２番　重松　一英　　議員 　(2) 二次災害防止対策について、それぞれ
１．桂川・佐田川下流域の内水排除対策に 　　の現場において、いつからどのようにし
　ついて 　　てつくられたのか
２．「観光あさくら」の目玉 朝倉に眠る ３．農地激甚災害復旧について
　「朝倉橘広庭宮」の発掘調査について 　(1) 査定に間に合わなかった被災農地の責
３．上昇が止まらない介護保険料の現状と 　　任は被災者なのか
　対策について ４．災害時の議会及び執行部の役割につい
４．コミュニティバスの現状と今後の対策 　て
　について 　(1) 災害復旧・復興において、議会は執行

　　部と車の両輪なのか
　(2) 川と道路・橋と農地さらに宅地など、

～　昼　食　～ 　　それぞれどうロードマップはつくられる
　　のか

３番　渡辺　毅　　議員
１．緊急通報システム貸与事業について
　(1) 現在の市民の安否確認の手段
　(2) 緊急通報システム貸与事業の利用状況
２．夜間の救急医療について
　(1) 夜間の急患は、現実的に市外の病院に
　　も送られている。市内の急患受け入れ態
　　勢を強化すべきでは
３．市内の産婦人科の状況について
　(1) 出産・子育てしやすい環境整備のため
　　に朝倉医師会病院内に増設すべきでは
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１番　鹿毛　哲也　　議員 ～　昼　食　～
１．市長の政策について
　(1) どのようにして朝倉を取り戻すのか。
　　具体策を問う ３番　佐々木　明子　　議員
　(2) 将来的にどのような朝倉市にしたいの １．学校における働き方改革について
　　か 　(1) 教職員の長時間労働是正に向けたこれ
２．朝倉市の基金について 　　までの取り組みを問う
　(1) 現状について（特別交付税受入れ状況 　(2) 事務次官通知「学校における働き方改
　　含む） 　　革に関する緊急対策の策定並びに学校に
　(2) 今後の基金積み立ての考え方について 　　おける業務改善及び勤務時間管理等に係
３．人口増対策について 　　る取組の徹底について」を受け、福岡県
　(1) 岡山県新庄村の移住定住の取り組みに 　　教育委員会は「教職員の働き方改革取組
　　ついて 　　指針」を出したが、市教育委員会は超過
　(2) 「食べ物やエネルギーが100％自給でき 　　勤務の縮減にどのように取り組むか
　　る里あさくら」で対策を打てないか ２．平成29年７月九州北部豪雨災害による
４．観光行政について 　被災者生活再建支援について
　(1) 観光予報プラットホーム等の活用につ 　(1) 被災者住宅再建支援について
　　いて 　　① 災害公営住宅・被災公営住宅整備の
５．教育行政について 　　　進捗について
　(1) 通級指導教室の状況について 　　② 被災者が入居している木造仮設住宅
　(2) 通級指導教室の課題と評価について 　　　を恒久活用できないか

　　③ 災害復興住宅融資について

２番　柴山　恭子　　議員
１．平成29年７月５日の豪雨について ４番　和田　庄治　　議員
　(1) 満水時であれば寺内ダム放流は最大何 １．地域公共交通活性化協議会
　　ｔであったか 　(1) 平成30年度の協議会開催について
　(2) 氾濫の可能性はあったのか。検証作業 　(2) 未来の公共交通の展望について
　　の結果は 　(3) 委員会役員選任について
　(3) どのような対策が必要なのか ２．高齢者福祉バス補助
２．豪雨等自然災害における専門性を高め 　(1) バス福祉補助券について
　る必要性について
　(1) 大きな犠牲を伴った朝倉市行政はどこ
　　よりも専門性を高める努力が必要なので ５番　村上　百合子　　議員
　　は １．平成29年７月九州北部豪雨災害から
　(2) ４月23日寺内ダムでの演習により学び 　「朝倉を取り戻す」林市長のビジョンに
　　とった事は 　ついて
３．全市挙げての災害訓練について 　(1) 復旧の加速度について
　(1) 平成28年６月浸水範囲説明を受け、浸 　(2) 市内外のみなし仮設住民対策について
　　水に基づく避難訓練の呼びかけ、ハザー 　(3) 荒廃森林対策について
　　ドマップの作り直しは 　(4) 食と農について
　(2) 地域や関係機関と一体となった全市挙 　(5) 予防医療について
　　げての防災訓練計画を進めるべきではな ２．介護サービスと高齢者対策について
　　いか 　(1) 介護予防事業について
４．コミュニティについて 　(2) 見守り活動について
　(1) 各地域がそれまでの公民館からコミュ 　(3) 介護保険料制度について
　　ニティに移行した際の事務局職員数の考
　　え方
　(2) 地域コミュニティの運営に支障が出て
　　いるのでは
　(3) コミュニティ職員の時間外手当につい
　　て
　(4) 民生委員の定数の考え方
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